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新型ウイルスは恐ろしいの？

『未知の脅威 新型ウイルス  日本は耐えられる
か』……先日、ＮＨＫテレビで放送されていた番
組名です。このような表現により視聴者の興味を
引きつけ、不安をあおるテレビ番組や雑誌の記事
が氾濫しています。死亡者が何人も、脳症や肺炎
が多数出る、などと言われていますが、はたして
本当でしょうか。

また、予防接種のワクチンについても、今年は
新型と季節性の両方が製造されていますが、まる
で接種しなければ命にかかわるかのような報道も
見受けられます。ワクチン接種さえしておけば、
インフルエンザにかからないのでしょうか。

何が新型なの？

まず、何が新型なのかを知っておかなければい
けません。

インフルエンザにはＡ型とＢ型があり、Ａ型に
はその組み合わせにより、十数種類ものタイプが
今まで発見されています。今回の豚インフルエン
ザは、これまでも冬に流行していたＡソ連型と同
じＨ１Ｎ１で、特別新しいタイプではありません。
昨年まで話題になっていた鳥インフルエンザはＨ
５Ｎ１で、同じＡ型でも別のタイプです。これが
ヒトからヒトへ感染するようになれば、本物の新
型といえるでしょう。

今回の豚インフルエンザは、自動車に例えると、
メーカーが違うのでも車種が違うのでもなく、同
じクルマがモデルチェンジした時に『新型ナント
カ発表！』と宣伝されるアノ新型です。旧型から
乗り換えると最初は運転に戸惑いますが、すぐに
慣れてしまいます。この新型インフルエンザも、
いずれ季節性となってしまうのでしょう。

何に気をつければいいの？

まず『インフルエンザのタイプは今までの季節
性と同じである』、つまり『同じクルマである』
ことの認識が原則です。

入院を必要とする人はごく少数です。抗インフ
ルエンザ薬による治療が有効で、多くの人は自宅
療養で治ってしまいます。流行のピークを過ぎた
南半球の国々からの報告では、死亡率や重症化率
は、従来の季節性よりもはるかに低くなっていま
す。モデルチェンジ直後で、ヒトの体が慣れてい
ないため感染力が高く、夏期でも沖縄などで流行
しましたが、毎年季節性インフルエンザが流行し
ている岡谷では、例年の対応に少しの注意を加え
てもらえれば恐れることはないのです。健康な成
人はインフルエンザになったとしても、急いで医
療機関にかかる必要はありませんし、ワクチン接
種を無理にする必要もないでしょう。

高齢者のワクチン接種についても、普段から健
康な人は受ける機会を逃しても心配ありません。
今までの季節性と同様に、ワクチン接種をしても
インフルエンザにかかる人もいます。入院を必要
とするような重症患者を減らすことが、本来のワ
クチン接種の目的なのです。

結局、マスク、うがい、手洗いなどで、ヒトか
らうつされない、うつさないことが肝心です。元々
慢性の病気を持っている人は、まずかかりつけの
医師に相談してください。小児の場合も慌てて医
療機関に駆け込まないで、様子をよく確認してか
ら、まず相談窓口に連絡をしてください。
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新型インフルエンザはこわくない


